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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源から出射される光の明るさを示すレベルと、前記レベルに対応する明るさの光を前
記光源から出射させる際に用いる制御値との組み合わせであって、前記レベルに対して前
記制御値が非線形の関係を有する３つ以上の組み合わせを記憶する記憶部と、
　第１の時間の間、前記第１の時間よりも短い第２の時間毎に、調光指示信号を入力した
ときのレベルと前記調光指示信号が示す目標のレベルとの間の前記光源から出射される光
の明るさを示すレベルを算出し、前記記憶部に記憶されている組み合わせのうち、前記算
出したレベルに対応する制御値を算出するための２つ以上の組み合わせを用いて、前記調
光指示信号が示す前記目標のレベルに対応する明るさまで徐々に前記光源から出射される
光の明るさが変化するように前記光源を制御する制御部と、
　を備える光源駆動装置。
【請求項２】
　前記制御部は、連続する２つの前記レベルに対応する２つの制御値を用いて、当該２つ
のレベルの間のレベルに対応する制御値を算出し、算出した制御値を用いて、当該２つの
レベルの間のレベルに対応する明るさの光が出射されるように前記光源を制御する、
　請求項１に記載の光源駆動装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記算出したレベルに基づいて、前記記憶部に記憶されている組み合わ
せのうち、前記算出したレベルに隣接する２つの前記レベルを特定し、当該２つのレベル
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に対応する２つの制御値を用いて、当該２つのレベルの間のレベルに対応する制御値を算
出し、算出した制御値を用いて、当該２つのレベルの間のレベルに対応する明るさの光が
出射されるように前記光源を制御する、
　請求項２に記載の光源駆動装置。
【請求項４】
　前記第１の時間は、入力される時間である、
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の光源駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　所望の光レベルを表す制御電圧を得るために線形近似を用いる代わりに、要求される制
御電圧を自動的に決定するために電力消費と制御電圧との間の校正された関係を用いる、
照明装置を制御する方法がある（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表２０１５－５２５９５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、照明装置の光源から出射される光の明るさを徐々に変化させる制御（フェー
ド制御）において、現在の調光ステップの制御値と目標の調光ステップの制御値との差分
をフェード期間のステップ数で按分した値を、各調光ステップ間の制御値の変化量とする
ことが考えられる。すなわち、現在の調光ステップから目標の調光ステップまで、各調光
ステップで、按分された変化量が段階的に加算（又は減算）された制御値を用いることが
考えられる。
【０００５】
　しかしながら、照明装置に要望される調光カーブは線形ではなく非線形曲線（ｌｏｇカ
ーブ等）であることが望まれる。このため、上述した、各調光ステップにおいて、按分さ
れた変化量を段階的に加算（又は減算）された制御値を用いる方法では、制御値を非線形
曲線に近似させることが困難である。
【０００６】
　また、非線形曲線に応じた制御値を予めメモリ等の記憶部に記憶させておき、記憶部に
記憶された制御値を用いてフェード制御を行うことも考えられる。しかしながら、十分に
制御値を非線形曲線に近似させるためには、記憶部に多数の制御値を記憶させる必要があ
る。この場合には、記憶容量が大きい、コストが高い記憶部を用いる必要がある。このた
め、コストアップに繋がる。
【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、コストアップを抑制しつつ、制御値が
非線形曲線に沿うように、光源から出射される光の明るさを徐々に変化させる制御を行う
ことができる光源駆動装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の一態様に係る光源駆動装置は
、光源から出射される光の明るさを示すレベルと、前記レベルに対応する明るさの光を前
記光源から出射させる際に用いる制御値との組み合わせであって、前記レベルに対して前
記制御値が非線形の関係を有する３つ以上の組み合わせを記憶する記憶部と、第１の時間
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の間、前記第１の時間よりも短い第２の時間毎に、調光指示信号を入力したときのレベル
と前記調光指示信号が示す目標のレベルとの間の前記光源から出射される光の明るさを示
すレベルを算出し、前記記憶部に記憶されている組み合わせのうち、前記算出したレベル
に対応する制御値を算出するための２つ以上の組み合わせを用いて、前記調光指示信号が
示す前記目標のレベルに対応する明るさまで徐々に前記光源から出射される光の明るさが
変化するように前記光源を制御する制御部と、を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の一態様によれば、コストアップを抑制しつつ、制御値が非線形曲線に沿うよう
に、光源から出射される光の明るさを徐々に変化させる制御を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、実施形態に係る照明システムの構成の一例を示す図である。
【図２】図２は、実施形態に係る調光カーブの一例について説明するための図である。
【図３】図３は、実施形態に係るフェード制御用テーブルのデータ構造の一例を示す図で
ある。
【図４】図４は、実施形態に係る制御部により実行されるフェード制御処理の流れを示す
フローチャートである。
【図５】図５は、フェード制御処理の初期化の一例を説明するための図である。
【図６】図６は、実施形態に係る制御部が実行する処理を説明するための図である。
【図７】図７は、実施形態に係る算出したデューティ、及び、デューティに対応する調光
ステップを示す図である。
【図８】図８は、比較例において、算出したデューティ、及び、デューティに対応する調
光ステップを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、実施形態に係る光源駆動装置について図面を参照して説明する。図１は、実施形
態に係る照明システム１の構成の一例を示す図である。
【００１２】
　図１に示すように、実施形態に係る照明システム１は、リモコン（リモートコントロー
ラ）１０と、光源駆動装置２０と、照明装置３０とを備える。
【００１３】
　リモコン１０は、例えば、スマートフォンやタブレット端末等の端末である。リモコン
１０は、照明装置３０を制御する信号を送信する。例えば、リモコン１０は、照明システ
ム１のユーザから、照明装置３０から出射される光の明るさを徐々に（段階的に）変化さ
せる制御であるフェード制御を行う際に用いられる調光カーブ（ｌｏｇカーブ等）におけ
る目標の調光ステップを受け付ける。そして、リモコン１０は、受け付けた目標の調光ス
テップを示す調光指示信号を光源駆動装置２０に送信する。なお、調光カーブについては
後述する。
【００１４】
　光源駆動装置２０は、照明装置３０の後述する光源３０１を制御する。光源駆動装置２
０は、ＡＣ（Alternate　Current）／ＤＣ（Direct　Current）変換部２０１と、記憶部
２０２と、制御部２０３と、ドライバ回路２０４とを有する。
【００１５】
　ＡＣ／ＤＣ変換部２０１は、図示しない商用電源から印加された交流電圧（ＡＣ電圧）
を直流電圧（ＤＣ電圧）に変換し、直流電圧をドライバ回路２０４に印加する。
【００１６】
　記憶部２０２は、例えば、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）やＨＤＤ（Hard　Disk　Driv
e）等の記憶装置により実現される。実施形態に係る記憶部２０２は、フェード制御用テ
ーブル２０２ａを記憶する。フェード制御用テーブル２０２ａについては後述する。
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【００１７】
　制御部２０３は、例えば、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）を有するマイクロコ
ンピュータ等により実現される。制御部２０３は、ドライバ回路２０４に、照明装置３０
の後述する光源３０１から出射される光の明るさを示すデューティを送信する。例えば、
デューティが大きくなるほど、光源３０１から照射される光の明るさが明るくなる。
【００１８】
　実施形態に係る制御部２０３は、記憶部２０２に記憶されたフェード制御（フェード制
御処理）を行うためのフェード制御処理プログラムを読み取り、読み取ったフェード制御
処理プログラムを実行することで、フェード制御（フェード制御処理）を実行する。
【００１９】
　ドライバ回路２０４は、制御部２０３からのデューティを受信すると、ＡＣ／ＤＣ変換
部２０１により印加されたＤＣ電圧を用いて、受信したデューティに応じた直流電流を生
成する。例えば、ドライバ回路２０４は、受信したデューティが大きくなるほど、大きい
電流値の直流電流を生成する。そして、ドライバ回路２０４は、生成した直流電流を光源
３０１に出力する。
【００２０】
　照明装置３０は、光源３０１を備える。光源３０１は、例えば、ＬＥＤ（Light　Emitt
ing　Diode）により実現される。光源３０１は、光源駆動装置２０により駆動されて、光
を出射する。より具体的には、光源３０１は、ドライバ回路２０４からの直流電流の電流
値が大きくなるほど、大きい明るさの光を出射する。
【００２１】
　図２は、実施形態に係る調光カーブ４０の一例について説明するための図である。図２
の例に示すように、調光カーブ４０は、調光ステップとデューティとの対応関係を示す非
線形曲線である。一般的に、人間は、明るい光の明るさの変化よりも、暗い光の明るさの
変化の方を認識しやすい。そこで、図２に示すように、調光カーブ４０のデューティが小
さい範囲４０１、すなわち、比較的暗い光の明るさを変化させる範囲４０１では、調光ス
テップの変化量に対して、デューティの変化量が比較的小さい。一方、デューティが大き
い範囲４０２、すなわち、比較的明るい光の明るさを変化させる範囲４０２では、調光ス
テップの変化量に対して、デューティの変化量が比較的大きい。このような調光カーブを
用いてフェード制御を行うことにより、人間にとって、明るさの変化量が略一定で、明る
さが変化しているように認識される。すなわち、人間にとって、自然に明るさが変化して
いるように認識される。
【００２２】
　ここで、調光ステップ及びデューティについて説明する。調光ステップは、例えば、光
源３０１から出射される光の明るさを示すレベルである。例えば、調光ステップが大きく
なるほど、光の明るさを示すレベルも大きくなるため、デューティも大きくなる。
【００２３】
　また、デューティは、例えば、光の明るさを示すレベルに対応する明るさの光を光源３
０１から出射させる際に用いられる制御値である。
【００２４】
　図３は、実施形態に係るフェード制御用テーブル２０２ａのデータ構造の一例を示す図
である。実施形態に係るフェード制御用テーブル２０２ａには、調光カーブ４０上の３点
の離散的な点における調光ステップ及びデューティの３つの組み合わせが登録されている
。すなわち、記憶部２０２には、光源３０１から出射される光の明るさを示すレベルと、
レベルに対応する明るさの光を光源３０１から出射させる際に用いる制御値との組み合わ
せであって、レベルに対して制御値が非線形の関係を有する３つの組み合わせが記憶され
ている。
【００２５】
　なお、フェード制御用テーブル２０２ａには、調光カーブ４０上の３点以上の点におけ
る調光ステップ及びデューティの組み合わせが登録されてもよい。すなわち、記憶部２０
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２には、光源３０１から出射される光の明るさを示すレベルと、レベルに対応する明るさ
の光を光源３０１から出射させる際に用いる制御値との組み合わせであって、レベルに対
して制御値が非線形の関係を有する３つ以上の組み合わせが記憶されてもよい。
【００２６】
　図３に示すように、フェード制御用テーブル２０２ａのレコードは、「調光ステップ」
及び「デューティ」の各項目を有する。「調光ステップ」の項目には、調光カーブ４０に
おける調光ステップが登録される。なお、「調光ステップ」の項目に登録される調光ステ
ップは、０以上の整数で示される。
【００２７】
　また、「調光ステップ」の項目には、フェード制御において使用可能な範囲内の調光ス
テップが登録される。このため、上述したリモコン１０は、「調光ステップ」の項目に登
録される複数の調光ステップのうち何れかの調光ステップを、目標の調光ステップとして
ユーザから受け付ける。例えば、リモコン１０は、調光ステップ「１」，「２」，「３」
のうち、いずれかの調光ステップを目標の調光ステップとして受け付ける。
【００２８】
　また、「デューティ」の項目には、調光カーブ４０における、「調光ステップ」の項目
に登録された調光ステップに対応するデューティが登録される。
【００２９】
　例えば、図３に示すフェード制御用テーブル２０２ａの一番左端のレコードには、調光
ステップ「１」とデューティ「１６（％）」とが対応付けられて登録されている。また、
左から２番目のレコードには、調光ステップ「２」とデューティ「３２（％）」とが対応
付けられて登録されている。また、一番右端のレコードには、調光ステップ「３」とデュ
ーティ「６４（％）」とが対応付けられて登録されている。
【００３０】
　次に、図４を参照して、実施形態に係るフェード制御処理について説明する。図４は、
実施形態に係る制御部２０３により実行されるフェード制御処理の流れを示すフローチャ
ートである。実施形態に係るフェード制御処理は、制御部２０３がリモコン１０からの調
光指示信号を受信した場合に実行される。
【００３１】
　図４に示すように、制御部２０３は、フェード制御処理の初期化を行う（ステップＳ１
０１）。図５は、フェード制御処理の初期化の一例を説明するための図である。図５の例
では、横軸は、時間を示し、縦軸は、調光ステップを示す。
【００３２】
　図５の例に示すように、例えば、ステップＳ１０１では、制御部２０３は、調光指示信
号を受信した際の時間（フェード制御処理の開始時間）ｔ０として０を設定する。
【００３３】
　また、ステップＳ１０１では、制御部２０３は、フェード制御を実行する期間（時間）
であるフェード期間ｔｄとして、照明システム１において予め定められているフェード期
間（例えば２秒）を設定する。なお、フェード期間ｔｄは、第１の時間の一例である。
【００３４】
　また、ステップＳ１０１では、制御部２０３は、調光指示信号を受信した際の時間（フ
ェード制御処理の開始時間）Ｐｘとして０を設定する。また、ステップＳ１０１では、制
御部２０３は、調光ステップＰｙとして、時間Ｐｘ（時間「０」）に対応する調光ステッ
プを設定する。ここで、時間Ｐｘに対応する調光ステップは、調光指示信号を受信した際
の調光ステップであり、制御部２０３は、調光指示信号を受信した際の調光ステップを把
握している。このため、制御部２０３は、調光ステップＰｙとして、時間Ｐｘにおける調
光ステップを設定することができる。
【００３５】
　また、ステップＳ１０１では、制御部２０３は、フェード制御の実行を終了する時間Ｑ
ｘとして、フェード期間ｔｄを設定する。また、ステップＳ１０１では、制御部２０３は
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、調光ステップＱｙとして、入力された調光指示信号が示す目標の調光ステップを設定す
る。例えば、制御部２０３は、調光ステップＱｙとして、調光指示信号が示す目標の調光
ステップ「３」を設定する。
【００３６】
　図５の例において、点Ｐ（Ｐｘ，Ｐｙ）と点Ｑ（Ｑｘ，Ｑｙ）とを結ぶ直線（線分）４
１は、時間と調光ステップとの関係において線形性を有する。
【００３７】
　そして、制御部２０３は、一定時間α（例えば、α＝０．２秒）待機する（ステップＳ
１０２）。なお、一定時間αは、ドライバ回路２０４の駆動周波数の逆数（１／駆動周波
数）の整数倍の時間である。また、一定時間αは、フェード期間ｔｄよりも短い。また、
一定時間αは、第２の時間の一例である。
【００３８】
　そして、制御部２０３は、以下の式（１）により、時間ｔｎを更新する（ステップＳ１
０３）。
【００３９】
　　　ｔｎ＝ｔｎ－１＋α　　　（１）
【００４０】
　なお、時間ｔｎは、時間ｔ０（時間「０」）からの経過時間を示す。また、「ｎ」は、
１以上の整数を示す。
【００４１】
　そして、制御部２０３は、以下の式（２）にしたがって、線形補間により、時間ｔｎに
おける調光ステップＲｙを算出する（ステップＳ１０４）。
　Ｒｙ＝（Ｐｙ×（Ｑｘ－Ｒｘ）＋Ｑｙ×（Ｒｘ－Ｐｘ））／（Ｑｘ－Ｐｘ）　（２）
【００４２】
　なお、式（２）において、図５に示すように、Ｒｘ＝ｔｎである。式（２）は、２点Ｐ
（Ｐｘ，Ｐｙ），Ｑ（Ｑｘ，Ｑｙ）を通る直線４１上において、点Ｒにおける時間Ｒｘが
与えられたときに、点Ｒにおける調光ステップＲｙを算出するための式である。
【００４３】
　そして、制御部２０３は、フェード制御用テーブル２０２ａに登録された調光ステップ
及びデューティの複数の組み合わせのうち、ステップＳ１０４で算出した調光ステップに
隣接する調光ステップを含む２つの組み合わせを特定する（ステップＳ１０５）。
【００４４】
　ステップＳ１０５の具体的な処理について説明する。例えば、ステップＳ１０５におい
て、制御部２０３は、ステップＳ１０４で算出した調光ステップの小数点以下を切り上げ
て、整数の調光ステップ（切り上げ調光ステップと称する）Ｐｘ´を算出する。そして、
制御部２０３は、フェード制御用テーブル２０２ａの全レコードの中から、切り上げ調光
ステップＰｘ´が「調光ステップ」の項目に登録されたレコードを特定する。そして、制
御部２０３は、特定したレコードの「デューティ」の項目に登録されたデューティＰｙ´
を特定する。このようにして、制御部２０３は、切り上げ調光ステップＰｘ´及びデュー
ティＰｙ´の組み合わせを特定する。
【００４５】
　また、ステップＳ１０５において、制御部２０３は、ステップＳ１０４で算出した調光
ステップの小数点以下を切り捨てて、整数の調光ステップ（切り捨て調光ステップと称す
る）Ｑｘ´を算出する。そして、制御部２０３は、フェード制御用テーブル２０２ａの全
レコードの中から、切り捨て調光ステップＱｘ´が「調光ステップ」の項目に登録された
レコードを特定する。そして、制御部２０３は、特定したレコードの「デューティ」の項
目に登録されたデューティＱｙ´を特定する。このようにして、制御部２０３は、切り捨
て調光ステップＱｘ´及びデューティＱｙ´の組み合わせを特定する。
【００４６】
　ここで、ステップＳ１０４で算出された調光ステップが、「１．２」である場合につい
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て説明する。この場合には、ステップＳ１０５において、制御部２０３は、調光ステップ
「１．２」の小数点以下を切り上げて、整数の切り上げ調光ステップ「２．０」を算出す
る。そして、ステップＳ１０５において、制御部２０３は、フェード制御用テーブル２０
２ａの全レコードの中から、切り上げ調光ステップ「２．０」が「調光ステップ」の項目
に登録されたレコードを特定する。そして、ステップＳ１０５において、制御部２０３は
、特定したレコードの「デューティ」の項目に登録されたデューティ「３２」を特定する
。このようにして、ステップＳ１０５において、制御部２０３は、切り上げ調光ステップ
「２．０」及びデューティ「３２」の組み合わせを特定する。
【００４７】
　また、ステップＳ１０５において、制御部２０３は、調光ステップ「１．２」の小数点
以下を切り捨てて、整数の切り捨て調光ステップ「１．０」を算出する。そして、ステッ
プＳ１０５において、制御部２０３は、フェード制御用テーブル２０２ａの全レコードの
中から、切り捨て調光ステップ「１．０」が「調光ステップ」の項目に登録されたレコー
ドを特定する。そして、ステップＳ１０５において、制御部２０３は、特定したレコード
の「デューティ」の項目に登録されたデューティ「１６」を特定する。このようにして、
ステップＳ１０５において、制御部２０３は、切り捨て調光ステップ「１．０」及びデュ
ーティ「１６」の組み合わせを特定する。
【００４８】
　図６は、実施形態に係る制御部２０３が実行する処理を説明するための図である。図６
に示すように、切り上げ調光ステップＰｘ´及びデューティＰｙ´の組み合わせから定ま
る点Ｐ´（Ｐｘ´，Ｐｙ´）、及び、切り捨て調光ステップＱｘ´及びデューティＱｙ´
の組み合わせから定まる点Ｑ´（Ｑｘ´，Ｑｙ´）は、調光カーブ４０上に位置する。そ
して、点Ｐ´（Ｐｘ´，Ｐｙ´）と点Ｑ´（Ｑｘ´，Ｑｙ´）とを結ぶ直線（線分）４２
は、調光ステップとデューティとの関係において線形性を有する。
【００４９】
　そして、制御部２０３は、以下の式（３）にしたがって、線形補間により、図６に示す
ように、調光ステップＲｘ´に対応するデューティＲｙ´を算出する（ステップＳ１０６
）。
【００５０】
　Ｒｙ´＝（Ｐｙ´×（Ｑｘ´－Ｒｘ´）＋Ｑｙ´×（Ｒｘ´－Ｐｘ´））／
　　　　　（Ｑｘ´－Ｐｘ´）　（３）
【００５１】
　なお、式（３）において、Ｒｘ´＝Ｒｙである。図６に示すように、式（３）は、２点
Ｐ´（Ｐｘ´，Ｐｙ´），Ｑ´（Ｑｘ´，Ｑｙ´）を通る直線４２上において、点Ｒ´に
おける調光ステップＲｘ´が与えられたときに、点Ｒ´におけるデューティＲｙ´を算出
するための式である。
【００５２】
　そして、制御部２０３は、ステップＳ１０６で算出したデューティＲｙ´をドライバ回
路２０４に送信する（ステップＳ１０７）。これにより、調光ステップＲｘ´において、
デューティＲｙ´に応じた直流電流が光源３０１に出力される。
【００５３】
　そして、制御部２０３は、時間「０」から経過した時間ｔｎが、フェード期間ｔｄ以上
となったか否かを判定する（ステップＳ１０８）。時間ｔｎがフェード期間ｔｄ未満であ
ると判定した場合（ステップＳ１０８：Ｎｏ）には、制御部２０３は、ステップＳ１０２
に戻り、ステップＳ１０２～Ｓ１０８の処理を再び実行する。すなわち、制御部２０３は
、時間ｔｎがフェード期間ｔｄ以上となるまで、繰り返し何回も、ステップＳ１０２～Ｓ
１０８の処理を実行する。なお、２回目以降のステップＳ１０３では、制御部２０３は、
時間ｔｎを時間ｔｎ－１とした上で、上述した式（１）により、時間ｔｎを更新する。
【００５４】
　以上説明したフェード制御処理では、制御部２０３は、フェード制御において、調光指
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示信号が入力された際の調光ステップＰｙから、調光指示信号が示す目標の調光ステップ
Ｑｙまでの各調光ステップＲｘ´において、記憶部２０２に記憶された調光ステップとデ
ューティとの複数の組み合わせのうち、調光ステップＲｘ´に隣接する調光ステップを含
む２つの組み合わせを用いて、調光ステップＲｘ´におけるデューティＲｙ´を算出する
。
【００５５】
　また、フェード制御処理では、制御部２０３は、フェード期間ｔｄの間、一定時間α毎
に、調光ステップＲｙ（Ｒｘ´）を算出し、算出した調光ステップＲｙに対応するデュー
ティＲｙ´を算出する。
【００５６】
　図７は、実施形態に係る制御部２０３が、図３に示すフェード制御用テーブル２０２ａ
を用いて、上述したαが「０．２秒」である場合に、調光ステップ「１．０」から、目標
の調光ステップ「３．０」まで、フェード制御処理を行った結果、算出したデューティＲ
ｙ´、及び、デューティＲｙ´に対応する調光ステップＲｘ´を示す図である。なお、図
７において、「段階」は、例えば、デューティＲｙ´を算出した順番を示す。
【００５７】
　図７に示すように、制御部２０３は、調光ステップ「１．０」から調光ステップ「２．
０」までは、一定時間α毎に、フェード制御用テーブル２０２ａに登録された、調光ステ
ップ「１．０」に対応するデューティ「１６」と、調光ステップ「２．０」に対応するデ
ューティ「３２」とを用いて、線形補間により、デューティＲｙ´を算出する。このため
、デューティの変化量が「３．２」（（３２－１６）／５）となる。
【００５８】
　また、図７に示すように、制御部２０３は、調光ステップ「２．０」から調光ステップ
「３．０」までは、一定時間α毎に、フェード制御用テーブル２０２ａに登録された、調
光ステップ「２．０」に対応するデューティ「３２」と、調光ステップ「３．０」に対応
するデューティ「６４」とを用いて、線形補間により、デューティＲｙ´を算出する。こ
のため、デューティの変化量が「６．４」（（６４－３２）／５）となる。
【００５９】
　制御部２０３が、調光ステップ「１．０」から、目標の調光ステップ「３．０」まで、
フェード制御処理を行う場合について説明する。この場合には、制御部２０３は、記憶部
２０２に記憶されている３つの組み合わせを用いて、入力される調光指示信号が示すレベ
ルに対応する明るさまで徐々に光源３０１から出射される光の明るさが変化するように光
源３０１を制御する。なお、ここでいう３つの組み合わせとは、調光ステップ「１．０」
及びデューティ「１６」の組み合わせ、調光ステップ「２．０」及びデューティ「３２」
の組み合わせ、並びに、調光ステップ「３．０」及びデューティ「６４」の組み合わせで
ある。
【００６０】
　なお、制御部２０３は、記憶部２０２に記憶されている２つ以上の組み合わせを用いて
、入力される調光指示信号が示すレベルに対応する明るさまで徐々に光源３０１から出射
される光の明るさが変化するように光源３０１を制御してもよい。例えば、制御部２０３
は、記憶されている２つの組み合わせを用いて、調光ステップ「１．０」から、入力され
る調光指示信号が示す調光ステップ「２．０」まで、徐々に光源３０１から出射される光
の明るさが変化するように光源３０１を制御してもよい。なお、ここでいう２つの組み合
わせとは、調光ステップ「１．０」及びデューティ「１６」の組み合わせ、並びに、調光
ステップ「２．０」及びデューティ「３２」の組み合わせである。
【００６１】
　ここで、比較例として、フェード制御において、フェード制御の開始時の調光ステップ
のデューティと目標の調光ステップのデューティとの差分をフェード期間のステップ数で
按分した値を、各調光ステップ間のデューティの変化量とする場合について説明する。す
なわち、フェード制御の開始時の調光ステップから目標の調光ステップまで、各調光ステ
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ップで、按分された変化量が段階的に加算（又は減算）されたデューティを用いる場合に
ついて説明する。
【００６２】
　このような比較例において、調光ステップ「１．０」から、目標の調光ステップ「３．
０」まで、フェード制御処理を行った場合について説明する。図８は、比較例において、
調光ステップ「１．０」から、目標の調光ステップ「３．０」まで、フェード制御処理を
行った際に、算出したデューティ、及び、算出したデューティに対応する調光ステップの
一例を示す図である。
【００６３】
　比較例では、調光ステップ「１．０」から、目標の調光ステップ「３．０」まで、０．
２秒ごとに１０段階で光源から出射される光の明るさを変化させると、図８に示すように
、調光ステップ「１．０」から目標の調光ステップ「３．０」まで、デューティの変化量
が、「４．８」（（６４－１６）／１０）で一定となる。
【００６４】
　図７に示す実施形態に係る光源駆動装置２０により算出されたデューティＲｙ´と、図
８に示す比較例において算出されたデューティとを比較すると、比較例では、調光カーブ
上のフェード制御の開始時の調光ステップに対応する点と、目標の調光ステップに対応す
る点とを結ぶ線分上のデューティを、フェード制御において用いるデューティとして算出
する。このため、算出されるデューティと、調光カーブ上のデューティとの差が比較的大
きい。したがって、比較例では、調光カーブに沿ったデューティを算出することが困難で
ある。
【００６５】
　一方、実施形態では、光源駆動装置２０の制御部２０３が、連続する２つの調光ステッ
プＰｘ´，Ｑｘ´（例えば、２つの調光ステップ「１」，「２」や、２つの調光ステップ
「２」，「３」）に対応する２つのデューティＰｙ´，Ｑｙ´（例えば、「１６％」，「
３２％」や、「３２％」と「６４％」）を用いて、一定時間α毎に、２つの調光ステップ
Ｐｘ´，Ｑｘ´の間の調光ステップＲｘ´（例えば、調光レベル「１．２」や、調光レベ
ル「２．４」等）に対応するデューティＲｙ´を算出する。そして、制御部２０３が、一
定時間α毎に、算出したデューティＲｙ´を用いて、２つの調光ステップＰｘ´，Ｑｘ´
の間の調光ステップＲｘ´に対応する明るさの光が出射されるように光源３０１を制御す
る。
【００６６】
　このように、実施形態では、制御部２０３が、一定時間α毎に、調光カーブ４０上の３
つの点のうち隣接する２点を結ぶ線分上のデューティを、フェード制御において用いるデ
ューティとして算出する。このため、算出されるデューティと、調光カーブ４０上のデュ
ーティとの差が比較的小さい。したがって、実施形態に係る光源駆動装置２０では、調光
カーブ４０に沿ったデューティを算出することができる。
【００６７】
　また、実施形態では、調光カーブ４０上の多数の点ではなく、３点における調光ステッ
プ及びデューティの組み合わせを記憶部２０２が記憶している。このため、記憶部２０２
は、記憶容量が大きくてコストが高いＲＯＭやＨＤＤではなく、記憶容量が小さくてコス
トが低いＲＯＭやＨＤＤにより実現できる。したがって、実施形態に係る光源駆動装置２
０によれば、コストアップを抑制することができる。
【００６８】
　例えば、実施形態では、制御部２０３は、一定時間αが１／１０００秒であり、かつ、
フェード期間が１秒である場合、フェード制御において、１０００回デューティを算出す
ることができる。予め記憶部２０２に記憶させたデューティを用いて同様の処理を行う場
合には、１０００個の制御値を記憶する記憶容量を有する記憶部を用いる必要がある。
【００６９】
　以上、説明したように、実施形態に係る光源駆動装置２０によれば、コストアップを抑
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を徐々に変化させる制御を行うことができる。
【００７０】
　また、上述した実施形態において、フェード期間が、照明システム１において予め定め
られている場合について例示した。しかしながら、ユーザによりフェード期間が可変に設
定されてもよい。例えば、リモコン１０が、ユーザから目標の調光ステップとともにフェ
ード期間を受け付ける。そして、リモコン１０が、受け付けた目標の調光ステップを示す
調光指示信号とともにフェード期間を光源駆動装置２０に送信し、光源駆動装置２０の制
御部２０３が、リモコンからのフェード期間を用いて、フェード制御処理を実行してもよ
い。すなわち、フェード期間が、入力される時間であってもよい。
【００７１】
　また、上記実施の形態により本発明が限定されるものではない。上述した各構成要素を
適宜組み合わせて構成したものも本発明に含まれる。また、さらなる効果や変形例は、当
業者によって容易に導き出すことができる。よって、本発明のより広範な態様は、上記の
実施の形態に限定されるものではなく、様々な変更が可能である。
【符号の説明】
【００７２】
　１　照明システム
　１０　リモコン
　２０　光源駆動装置
　３０　照明装置
　２０１　ＡＣ／ＤＣ変換部
　２０２　記憶部
　２０２ａ　フェード制御用テーブル
　２０３　制御部
　２０４　ドライバ回路
　３０１　光源
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